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イノシシと人間の共生をめぐって
2000 年 1 月 29 日

日本各地で、大型哺乳類と人間との共生が問題となっている。ところが、イノシシとなると、人里近

くに生息するのに絶滅の話も聞かない。つい先日も神戸で「猪が入りますので扉を閉めてください」と

いう表示が目を引いた。また郊外では、耕地に沿って、えんえんとトタンを張り巡らしたシシ垣も目に

する。イノシシは絶滅の心配もされずに繁栄を続けているのは、どうしてだろうか。今回はこうしたイ

ノシシと人間との関係を探ることとした。

まず、高橋春成氏（奈良大学文学部）は、「世界におけるイノシシ（ブタ）と人間のかかわり――ブタ

の野生化を中心に」というテーマで、ブタが再野生化した原因とその影響を論じた。その原因として、

飼育の粗放化によって逃げ出す、意図的に放す、事故で逃げるなどがあり、具体例として紀元前からラ

ピタ人によりポリネシアの各島へ運ばれたブタや、北米や豪州への植民にともなったブタが野生化した

例があげられた。日本でも逃げ出したイノブタが在来のイノシシと交雑し、野生動物の遺伝子の保存と

いう観点からも悪影響を与えかねないということが紹介された。北米南西部では、1950 年代にようや

く法律で禁止されるまで、ドングリの実る森林へブタを解き放ち自然繁殖させる粗放的飼育もあったと

いう。大航海時代以来、船乗りや探検家が意識的にヤギ、ブタを各島に置き去りにして自然繁殖させた。

再野生化は在来の野生動物に脅威となり、農作物に食害を起こす例が顕著であるという。高橋氏自身も

野生イノシシの幼獣を捕獲して、1 定期間飼育したあとに山野に返し、その行動パターンをテレメトリー

調査しているなど、非常に興味深い発表であった。

次の発表は、内山純蔵氏（富山大学人文学部）の「縄文時代のイノシシは家畜化されていたか？――

縄文時代遺跡出土のイノシシ遺存体をめぐって」であった。縄文時代のイノシシは、シカとならんで重

要な動物性食料質源であった。縄文人が瓜坊を埋葬したり、その土製品を作って親しみ、イノシシが分

布しない北海道道南部や伊豆 7 島でも、縄文時代の遺跡からイノシシが出土することから、縄文人が飼

育した可能性が示唆されていた。内山氏は野生動物が家畜化すると体躯が小型化し、とくに吻部が短く

なるという海外の研究成果 に注目し、5500 年前の福井県鳥浜貝塚と 5000 年前の滋賀県粟津湖底遺跡

から出土した動物遺存体について分析、考察した。また東日本と西日本とでは現生イノシシに見られる

遺伝子の変異を縄文時代に敷延させ、鳥浜貝塚は東日本型で、粟津貝塚には東日本型と西日本型の 2 亜

種が含まれているという仮設を提示した。また、第 1 後臼歯の計測値から鳥浜貝塚のイノシシは野生で

あったが、粟津湖底遺跡では野生と飼育の両方が存在するという説を提唱した。計測に使用した個体数

が少ないことは多少の問題を残すものの、従来の縄文イノシシの家畜化、飼養論の研究史をふまえたう

えで、縄文イノシシ（ブタ）の利用行動に関する自説の展開を期待するところである。
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最後の発表は、野林厚志氏（国立民族学博物館）の「物質文化に表象されるイノシシとブタ」であっ

た。イノシシやブタは古くから人間が利用してきた動物のひとつである。それを物語る 1 ひとの証拠が、

物質文化に表象されるイノシシやブタの多様なありかたである。動物が物質文化に表象される場合、そ

の動物の社会における価値が物質文化の表象のされかたに影響を与えることを考えることは容易である。

中大型動物が限られている台湾では、イノシシは狩猟の対象獣として重要な位 置を占めており、とり

わけ、獰猛な性質から捕獲に少なからぬ危険をともなうオスイノシシの犬歯は、首長家の頭飾りや成人

男性の装飾品として重要視されている。同様な例は、パプアニューギニアにおける婚資や男性の鼻飾り

にもみられる。また、弥生時代になると、イノシシやブタの下顎に穴を開けて棒や紐を通して下げると

いう下顎骨懸架の習俗が、稲作とともに日本に伝わったと考えられている。現代でも 9 州では、祠や自

宅の壁に仕留めたイノシシの下顎を下げる風習が残る。氏は台湾における下顎骨懸架についても具体的

に紹介して、個々の社会におけるイノシシ観がどのような物質文化を生み出すかについて説明を行った。
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